






参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 倉敷市阿知３丁目東地区のにぎわいの再生と住環境の向上（Ⅱ期）

計画の期間 平成29年度　～　平成33年度　（5年間） 岡山県倉敷市交付対象

Ｎ

倉敷美観地区

倉敷みらい公園

アリオ

倉敷

三井ｱｳﾄﾚｯﾄ

ﾊﾟｰｸ倉敷

倉敷中央病院

倉敷市民会館

倉敷市芸文館

倉敷市立美術館

A-1 倉敷市阿知3丁目東地区

市街地再開発事業

倉敷市中心市街地活性化基本計画(新計画)区域

（平成27年3月27日認定）

拡大図位置図

A-2 倉敷市阿知3丁目東地区

暮らし・にぎわい再生事業



事前評価チェックシート

 計画の名称： 倉敷市阿知３丁目東地区のにぎわいの再生と住環境の向上（Ⅱ期）

事　　前　　評　　価 チェック欄

I． 目標の妥当性
①上位計画等との整合性

I． 目標の妥当性
　１）上位計画等との整合性が確保されている。 〇

I． 目標の妥当性
②地域の課題への対応

I． 目標の妥当性
　１）地域の課題を踏まえて整備計画の目標が設定されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③定量的指標の明瞭性

II． 計画の効果・効率性
　１）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 〇

II． 計画の効果・効率性
④目標と事業内容の整合性

II． 計画の効果・効率性
　１）目標と指標・数値目標の整合性が確認されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
⑤事業の効果の見込みの妥当性

II． 計画の効果・効率性
　１）十分な事業効果が得られることが確認されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 〇

III．計画の実現可能性
⑥円滑な事業執行の環境

III．計画の実現可能性
　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 〇

III．計画の実現可能性
⑦地元の機運
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事　　前　　評　　価 チェック欄

III．計画の実現可能性
　１）計画について住民等との間で合意が形成されている。 〇
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暮らし・にぎわい再生事業計画 

倉敷市阿知３丁目東地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年２月 

岡 山 県 倉 敷 市 

 

令和元年７月 変更 



 

 

 

 

１．再生事業計画区域 

①計画区域の位置 

岡山県倉敷市阿知３丁目の一部 

 

②計画区域の面積 

約 １.７ ha 

 

③区域設定の考え方 

本地区は，倉敷市の中心市街地活性化基本計画区域の中心部に当たり，

ＪＲ倉敷駅から都市計画道路駅前古城池霞橋線を美観地区に向かい約２０

０mに位置する，中心市街地の重要な一角である。しかしながら，現況は空

き家や空き店舗の増加による賑わいの衰退，老朽木造住宅の密集等数々の

都市問題を抱えている地区である。 

そこで本地区では，市街地再開発事業の実施による倉敷市の玄関口及び

美観地区周辺にふさわしいまちづくりを目指すと伴に，暮らし・にぎわい

再生事業の都市機能導入支援により地域交流施設を整備し，賑わい創出と

地域住民交流の活性化を図るため計画区域を設定した。 

 



 

 

 

 

【位置図】 

 

倉敷市芸文館 

中心市街地活性化基本計画区域 

再生事業計画区域 

倉敷美観地区 倉敷市民会館 

倉敷中央病院 

倉敷みらい公園 

倉敷市立美術館 



 

 

 

 

【位置図（詳細）】 

 

再生事業計画区域 

① (仮称)倉敷市阿知 3丁目

東地区再開発ビル北棟 

② (仮称)倉敷市阿知 3丁目

東地区再開発ビル南棟 

③倉敷市阿知 3丁目東地区第一種市街地再開発事業 



 

 

 

 

２．総事業費 

約８５百万円 

 

 

３．暮らし・にぎわい再生事業計画区域の整備方針 

 

 

１）再生事業計画区域が 

抱える課題 

 

 

・周辺には地域交流の場がないことにより地域交流活動

等が抑制されている。 

・空き家，空き店舗の増加等により活気が失われつつあ

り歩行者通行量が減少している。 

【歩行者通行量】 

平成 28年    ８７４人／日 

※隣接する倉敷一番街の夏季休日通行量 

・住民の減少と高齢化が進んでいる。 

【区域内居住者数】 

平成 28年    約９０人 

 

 

 

 

 

２）再生事業計画区域で整

備する予定の都市機能導

入施設（箇条書きで記載） 

 

 

【整備する予定の都市機能導入施設】 

・地域交流施設・・・多目的ホール，会議室 

 

 

 

 

 

 

３）都市機能導入施設の 

整備効果 

 

 

 

 

 

 

・歩行者通行量の増加      １，１００人／日 

・区域内居住者数の増加      約５００人 



 

 

 

 

４．都市機能導入施設及び公開空地等の整備計画の概要（全体概要） 

【事業概要書】 

番号 補助対象施設 
補助 

種別 

補助 

区分 

公益施設の種類 

（注１） 

事業 

期間 

① 多目的ホール・会議室 コア事業 都市機能まちなか立地支援 地域交流施設 R1-R2 

② 住宅・店舗・駐車場等 
市街地再開

発事業 
― － H29-R3 

（注１）公益施設の種類は，暮らし・にぎわい再生事業制度要綱第２条三に定義される 

「社会福祉施設」「地域交流施設」「教育文化施設」「医療施設」「その他（その他地域住民等の共

同の福祉又は利便のために必要な施設で，多数の者が出入りし利用することが想定される施設）」

のうちから選択すること。 

※コア事業，附帯事業，その他関連事業（まち交等）ごとに記入すること。 

※位置が分かるように，番号を別添１の図面に記載すること。 

 

【事業スケジュール】 

番号 H29 H30 H31/R1 R2 R3 

 ① 
      

     設計 工事  

② 
     設計 工事  

 
 

（※計画作成時以降のスケジュールについて，記載すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５．整備計画に従って行われる主要な事業の概要（個別） 

【個別施設概要書】 

番号 ① 施設名 
(仮称)倉敷市阿知 3丁目東地区

再開発ビル北棟 
事業期間 Ｒ１～Ｒ２ 

補助種別 コア事業 補助区分 都市機能まちなか立地支援 

階  数 地上７階 構  造 耐火構造 

敷地面積（㎡） 約３，５１０㎡ 延床面積（㎡） 約１０，８４０㎡ 

施設用途（都市機能導入施設の概要） 

地域交流施設（多目的ホール・会議室），宿泊施設，商業施設，住宅 

 

 

６．提出参考資料 

・中心市街地活性化基本計画の認定書の写し 
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